
 

 

 

 

 

昨年度の学校の教育目標「『かかわる』『わかる』『つたえる』南

中生の育成」に、今年度は『チャレンジする』を加え、新たなこと

に勇気をもって粘り強く挑戦し、体験を自信につなげることができ

る力を育成することを目指す南中。 

生徒が主体的に行う活動となるために、地域と共に３０年継続し

て行っている炭焼き活動を、探究課題を重視した教科横断的な計画

と再編成し、また、各行事や授業等においても生徒と教職員でテー

マや目標を共有することで、共に取り組むような活動へと発展して

います。 

 

学校経営から学ぶ 
昨年度の学校関係者評価で課題のあった項目については、工夫をしながら実践を行っていま

す。例えば、ICT の活用については、校内の ICT 担当者が研修内容を企画・運営して実際に

職員研修を行い、その研修の様子を授業力向上アドバイザー（外部講師）が参観し助言をする

というもので、研修を通して校内のリーダーを育てるような内容でした。 

また、やらされる活動（学習）から主体的に行う活動（学習）への脱却を目指すために、生

徒自らが「『やる気スイッチ』が入る授業の在り方」について話し合い提案したそうです。教

職員は、生徒が望んでいる授業を知ることで自身の授業改善に役立てることができ、生徒達も

責任感や当事者意識をもって授業に参加す

ることが期待されます。 

また、教職員の研究チームを「総合学

習」「学びの場」「授業改善」「ICT の活用」

の４チームに分け、全体研修やチーム別研修を行っています。さらに、各チームには生徒の代

表を配置し、教職員と生徒達で共に考えています。このようなことから、教職員だけでなく生

徒自身が学校の教育目標を常に意識し行動することで、協働的な実践や改善が行われることが

期待されます。 

 
授業から学ぶ 
１年生家庭科は、教師の丁寧な板書

から、自らの課題の解決の方策を知るこ

とができていました。 

３年生理科は、教師が実際に行った

実験の様子をもとに、根拠をもって自分

の考えをまとめていました。 

２年生音楽は、班で話し合った内容

を、デジタル教科書を使いながら音楽の

用語を用いて説明する姿が見事でした。 

今後は、「振り返り」において、生徒に

はどのような内容を書いて欲しいか、ど

んな姿になったら良いのか等、教師が願う具体的なゴールの姿を、生徒の言葉で表現することで、「ねら

い」との連動や評価規準がより明確になると思いました。 
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